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肩ベルトの高さ調節方法
図 34 - 38を参照

35 - 1     肩ベルトのアンカーA
35 - 2     肩ベルトのアンカーB
35 - 3     アジャスター
身体の大きなお子様の場合、肩ベルトのアンカーAと高い位置にある肩ベルト穴を
ご使用下さい。
体型の小さなお子様の場合、肩ベルトのアンカーBと低い位置にある肩ベルト穴を
ご使用下さい。
適切な肩ベルト穴を選んで下さい。(肩ベルトの高さは必ず左右同じ高さにして下さい。)
肩ベルトをシートパッドと背もたれの肩ベルト穴に差し込んで下さい。36 37 38

! 肩ベルトの高さを調節する場合、必ず肩ベルトがシートパッドと背もたれの同じ高さ
の肩ベルト穴に通されていることを確認して下さい。

注意
1.肩ベルトは肩と同じ位置またはそれより少し上にある肩ベルト穴に差し込んで
   下さい。
2.落下防止のため、お子様を座席に座らせた後には必ず肩ベルトが適切な高さに
   装着されていることを確認して下さい。

シートベルトの使用方法
図 39を参照

シートベルトの取付方法
肩ベルトを腰ベルトに差し込んで下さい。39 - 1 腰ベルトを股ベルトに差し込んで下さい。
39 - 2　　   カチッと音がするまで、差し込んで下さい。39 - 3

シートベルトの取外し方法
股ベルトの中央にある解除ボタンを押して下さい。

1.落下または滑り落ちによる重傷や死亡を避けるため、使用中は常にシートベルト
   を装着し、正しく取り付けられていることを確認して下さい。
2.ベルトが適切に装着されており、大人の手の掌が差し込める程度に締め付ける
   ようにして下さい。

3. 肩ベルトを交差させないで下さい。お子様の首が絞まる恐れがあります。

注意

シートベルトの長さ調節方法
図 40を参照

1.肩ベルトの長さを調節する場合は、アジャスターを使ってベルトの長さを調整して下
   さい。40 - 1

2.腰ベルトの長さを調節する場合は、調節ボタンを押して　　    腰ベルトの長さを調節
   して下さい。

40 - 2
40 - 3

ハイチェアの折畳み方法

乳児用ブースターの使用方法
図 44 - 63 を参照

お子様が落下して怪我をしないように、
下記の内容を参照して下さい。

使用可能な大人用椅子の座席は最小38cm(幅)×44cm(奥行き)です。

大人用椅子の背もたれの高さは少なくとも13cm以上なければなりません。

ハイチェアの使用方法
テーブルの使用方法

テーブル前方にある調節レバーを押しながら　 テーブルを前後4段階に調整することが
できます。

26

27

テーブルカバーは取り外すことができます。28

テーブルを使用しない場合は、テーブルの股ガード部分を後脚のフレームに載せて、
マグネットで固定することができます。 30

テーブルの両側にある解除レバーを握ると　 　テーブルを取り外すことができます。- 129

- 229

図 26 - 30を参照

足乗せの高さ調節方法
図 31を参照
足乗せの高さは3段階に調整することができます。

リクライニング方法

背もたれをリクライニングさせる場合は、背もたれ後部にあるリクライニングレバー
を握りながら　　  背もたれの角度を調節して下さい。(3段階調節)- 133 - 233

図 33を参照

座席の高さの調節方法
図 32を参照
座席の高さを調節する場合は、座席の両側にある高さ調節ボタンを押しながら　 　
左右同じ高さに調節して下さい。(5段階調整)

32

32

- 1
- 2

テーブルを取り外して下さい。
本体両側にある開閉ボタンを押して　　   前脚を折り畳んで下さい。
　本体を折り畳む場合は、周りにお子様がいないことを必ず確認して下さい。

42 - 1
41

42 - 2

図 41 - 43を参照
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